機械警備業務管理者講習演習問題集
補　　　遺
令和元年８月３０日「警備業法施行規則及び警備員等の検定等に関する規則等の
一部改正」により、次のように変更されましたのでご使用ください。
※頁・問題は、「平成30年7月18日／改訂5版発行」のものです。
	頁
	問題
	　　　　　　　　　　旧
	　　　　　　　　　新

	6
	6
	①　成年被後見人若しくは被保佐人
②　破産者で復権を得ないもの
	①　アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚
醒剤の中毒者
②　破産手続開始の決定を受けて復権を得な
い者

	7
	7
	①　破産者で復権を得たもの
	①　破産手続開始の決定を受けて復権を得た者

	23
	23
	②　…現任教育の基本教育が免除され、業務
別教育は教育期ごとに５時間以上行わなけ
ればならない。
	②　…現任教育の基本教育が免除され、業務
別教育は年度ごとに６時間以上行わなけれ
ばならない。

	24

	24

	③　一般警備員については、教育期ごとに現
任教育の基本教育を３時間以上、業務別教
育を５時間以上行わなければならない。
⑤　最近３年間で、……現任教育については、
教育期ごとに基本教育を３時間以上、業務
別教育を５時間以上行わなければならない。
	③　一般警備員については、年度ごとに現任
教育として基本教育及び業務別教育を１０
時間以上行わなければならない。
⑤　最近３年間で、……現任教育については、
年度ごとに基本教育及び業務別教育を１０
時間以上行わなければならない。

	25
	　25
	⑤　一般警備員の現任教育については、教育
期ごとに基本教育を３時間以上、業務別教
育を５時間以上行わなければならない。
	⑤　一般警備員の現任教育については、年度
ごとに基本教育及び業務別教育を１０時間
以上行わなければならない。

	解答と解説編
	　　　　　　　　　　

	154
	15
	①は、雑踏警備業務を行う区域ごとに１級又は２級検定合格警備員を1人以上、区域が２以上の場合には雑踏警備業務を行う場所ごとに１級検定合格警備員を１人配置することとなっているので、誤り。
	①は、雑踏警備業務を行う場所ごと（当該雑踏警備業務の実施の適正の確保上当該場所が２以上の区域に区分される場合にはそれらの区域ごと）に１人以上、１級又は２級検定合格警備員を１人配置することとなっているので、誤り。

	156
	23
	④は、最近3年間で、1年以上警備員の経験を有する者であっても、教育について免除されない。また、特例として新任教育の基本教育を５時間以上、業務別教育を５時間以上行う必要があるので、妥当ではない。
	④は、最近3年間で、1年以上警備員の経験を有する者であっても、新任教育の基本教育について免除されない。また、特例として新任教育の基本教育及び業務別教育を当該警備業務に従事させる場合は７時間以上行う必要があるので、妥当ではない。

	157
	24
	②の1級検定合格警備員は、……業務別教育は5時間以上行う必要があるので、誤り。
	②の1級検定合格警備員は、……業務別教育は6時間以上行う必要があるので、誤り。

	
	25
	④は、機械警備業務管理者の有資格者で機械警備業務に従事させようとする者は、……
	④は、合格証明書等の交付を受けていない機械警備業務管理者の有資格者で機械警備業務に従事させようとする者は、……


　※（成年後見制度の欠格条項を削除する法案が令和元年１２月１４日施行となる。）
１

